
(57)【要約】

【課題】複雑でなく、より信頼性が高く、しかも製造コ

ストが低い防水型のコネクタの提供。

【解決手段】防水型電気コネクタ１０は、嵌合端４４及

び電線受容端４２を有するハウジング４０を具備する。

電線受容端４２は、電線９０に結合された端子８０を受

容するよう構成される。電線受容端４２にはカバー２０

が設けられる。カバー２０は、カバーから電線受容端４

２を通ってハウジング４０内に延びる端子位置保証（Ｔ

ＰＡ）部材２６を有する。ＴＰＡ部材２６は、ハウジン

グ４０と係合して、端子８０が電線受容端４２を通って

装着完了するまで、閉塞位置へのカバー２０の移動を防

止する。また、コネクタ１０は、ハウジング４０及びカ

バー２０間に保持され且つカバーが閉塞位置にあると端

子受容端４２を封止するよう覆うシール部材３０を有す

る。コネクタ１０は、端子８０がコネクタ内に装着完了

すると端子８０を保持する端子保持部材６０をさらに有

する。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 嵌 合 端 及 び 電 線 受 容 端 を 有 し 、 該 電 線 受 容 端 が 電 線 に 結 合 さ れ た 端 子 を 受 容 す る よ う 構
成 さ れ る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 該 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 電 線 受 容 端 に 設 け ら れ る カ バ ー と 、
　 該 カ バ ー に 設 け ら れ 、 該 カ バ ー か ら 前 記 電 線 受 容 端 を 通 っ て 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 延 び る
端 子 位 置 保 証 部 材 と を 具 備 し 、
　 該 端 子 位 置 保 証 部 材 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ と 係 合 し て 、 前 記 端 子 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記
電 線 受 容 端 を 通 っ て 装 着 完 了 す る ま で 、 閉 塞 位 置 へ の 前 記 カ バ ー の 移 動 を 防 止 す る こ と を
特 徴 と す る 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 気 コ ネ ク タ は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 及 び 前 記 カ バ ー 間 に 保 持 さ れ 且 つ 前 記 カ バ ー が 前
記 閉 塞 位 置 に あ る と 前 記 端 子 受 容 端 を 封 止 す る よ う 覆 う シ ー ル 部 材 を さ ら に 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 端 子 受 容 端 は 前 記 カ バ ー と 対 面 す る 収 容 室 を 有 し 、
　 該 収 容 室 は 、 少 な く と も １ 本 の 前 記 電 線 及 び 前 記 端 子 に 封 止 可 能 に 固 定 さ れ る よ う 構 成
さ れ た シ ー ル 部 材 を 収 容 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 カ バ ー は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 電 線 受 容 端 の 周 辺 上 に 固 定 さ れ た 周 縁 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 項 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 端 子 が 装 着 完 了 す る と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 前 記 端 子 を 保 持 す
る よ う 構 成 さ れ た 端 子 保 持 部 材 を 有 し 、
　 前 記 端 子 位 置 保 証 部 材 は 、 前 記 カ バ ー が 前 記 閉 塞 位 置 に あ る と 、 前 記 端 子 保 持 部 材 の 移
動 を 阻 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 電 線 受 容 端 を 向 く コ ン タ ク ト 係 止 部 を 有 す る 保 持 梁 を 有 し 、
　 前 記 保 持 梁 は 、 前 記 端 子 が 装 着 さ れ る と 、 撓 み 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 項
記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 端 子 を 受 容 す る よ う 構 成 さ れ た 収 容 室 と 、 該 収 容 室 と 干 渉 関 係
に な る よ う 偏 倚 さ れ た 端 子 保 持 係 止 部 と を 有 し 、
　 該 端 子 保 持 係 止 部 は 、 前 記 端 子 が 装 着 さ れ る と 、 前 記 収 容 室 か ら 離 れ る 外 方 に 撓 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 端 子 装 着 軸 に 沿 っ て 延 び る 収 容 室 と 、 前 記 端 子 装 着 軸 を 横 切 る 方 向
に 可 撓 性 を 有 す る 端 子 保 持 梁 と を 有 し 、
　 前 記 端 子 位 置 保 証 部 材 は 、 前 記 端 子 装 着 軸 と 平 行 に 延 び る と 共 に 前 記 端 子 保 持 梁 と 係 合
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 本 体 と 、 前 記 嵌 合 端 か ら 前 記 電 線 受 容 端 ま で の 収 容 室 と 、 前 記 本 体
と 一 体 に 形 成 さ れ る と 共 に 前 記 嵌 合 端 か ら 前 記 電 線 受 容 端 に 向 か っ て 延 び る 保 持 梁 と を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 嵌 合 端 は 前 記 電 線 受 容 端 と 対 向 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 嵌 合 端 及 び 電 線 受 容 端 を 有 す る 本 体 を 有 し 、 該 本 体 が 前 記 電 線 受 容 端 を 通 っ て 端 子 を 受
容 す る よ う 構 成 さ れ た 収 容 室 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
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　 前 記 収 容 室 内 に 前 記 端 子 を 保 持 す る よ う 構 成 さ れ た 端 子 保 持 部 材 と 、
　 前 記 本 体 の 前 記 電 線 受 容 端 に 設 け ら れ た カ バ ー と を 具 備 し 、
　 該 カ バ ー は 、 該 カ バ ー か ら 前 記 電 線 受 容 端 を 通 っ て 前 記 本 体 内 に 延 び る 端 子 位 置 保 証 部
材 を 有 し 、
　 該 端 子 位 置 保 証 部 材 は 、 前 記 本 体 と 係 合 し て 、 前 記 端 子 及 び 電 線 が 前 記 電 線 受 容 端 を 通
っ て 装 着 完 了 す る ま で 、 閉 塞 位 置 へ の 前 記 カ バ ー の 移 動 を 防 止 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気
コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 電 気 コ ネ ク タ は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 及 び 前 記 カ バ ー 間 に 保 持 さ れ 且 つ 前 記 カ バ ー が 前
記 閉 塞 位 置 に あ る と 前 記 端 子 受 容 端 を 封 止 す る よ う 覆 う シ ー ル 部 材 を さ ら に 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 電 線 受 容 端 近 傍 で 前 記 本 体 に 結 合 さ れ て 前 記 本 体 を 覆 う シ ュ ラ
ウ ド を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 本 体 の 前 記 端 子 受 容 端 は 、 前 記 カ バ ー と 対 面 す る 収 容 室 を 有 し 、
　 該 収 容 室 は 、 少 な く と も １ 本 の 前 記 電 線 及 び 前 記 端 子 に 封 止 可 能 に 固 定 さ れ る よ う 構 成
さ れ た シ ー ル 部 材 を 収 容 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 端 子 位 置 保 証 部 材 は 、 前 記 カ バ ー が 前 記 閉 塞 位 置 に あ る と 、 前 記 端 子 保 持 部 材 の 移
動 を 阻 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 端 子 保 持 部 材 は 、 前 記 本 体 と 一 体 に 形 成 さ れ る と 共 に 前 記 嵌 合 端 か ら 前 記 電 線 受 容
端 に 向 か っ て 延 び る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 項 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 端 子 保 持 部 材 は 、 前 記 収 容 室 と 干 渉 関 係 に な る よ う 偏 倚 さ れ て お り 、 前 記 端 子 が 装
着 さ れ る と 、 前 記 収 容 室 か ら 離 れ る 外 方 に 撓 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 電 気 コ
ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 収 容 室 は 端 子 装 着 軸 に 沿 っ て 延 び 、
　 前 記 端 子 保 持 部 材 は 、 前 記 端 子 装 着 軸 を 横 切 る 方 向 に 可 撓 性 を 有 し 、
　 前 記 端 子 位 置 保 証 部 材 は 、 前 記 端 子 装 着 軸 と 平 行 に 延 び る と 共 に 前 記 端 子 保 持 梁 と 係 合
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 端 子 保 持 部 材 は 、 前 記 電 線 受 容 端 を 向 く コ ン タ ク ト 係 止 部 を 有 し 、
　 該 コ ン タ ク ト 係 止 部 は 、 前 記 端 子 が 装 着 さ れ る と 撓 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載
の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 嵌 合 端 は 前 記 電 線 受 容 端 と 対 向 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク
タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 電 気 コ ネ ク タ に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 防 水 型 の 電 気 コ ネ ク タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 防 水 型 の 電 気 コ ネ ク タ は 、 自 動 車 業 界 及 び 屋 外 の 現 場 等 の 多 く の 領 域 で 、 電 気 接 続 を 水
蒸 気 又 は 他 の 汚 染 物 か ら 保 護 す る た め に 使 用 さ れ る 。 今 日 の 車 両 に お い て 、 多 く の シ ス テ
ム 、 と り わ け ブ レ ー キ 又 は 車 輪 速 度 セ ン サ 、 外 部 照 明 組 立 体 、 燃 料 噴 射 接 続 部 、 及 び コ ネ
ク タ の 内 部 コ ン タ ク ト を 汚 染 物 か ら 保 護 す る こ と が 望 ま し い 環 境 に 電 気 コ ネ ク タ を 使 用 す
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る 他 の エ ン ジ ン 室 内 用 途 等 の 、 車 両 安 全 及 び 制 御 シ ス テ ム が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ３ － ２ ０ ８ ８ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 防 水 型 コ ネ ク タ は 代 表 的 に は 、 特 に コ ネ ク タ が 端 子 位 置 保 証 （ Ｔ Ｐ Ａ ） 及 び 端 子
保 持 等 の 他 の 機 構 と 組 み 合 わ さ れ る と き 、 コ ネ ク タ 完 成 品 を 形 成 す る た め に い く つ か の 部
品 が 必 要 で あ る 。 シ ー ル 部 材 、 リ テ ー ナ 、 Ｔ Ｐ Ａ 部 材 及 び 他 の 部 品 が 最 初 の 組 立 中 又 は 保
守 ・ 点 検 サ ー ビ ス 作 業 中 に 紛 失 し た り 、 損 傷 し た り す る お そ れ が あ る の で 、 不 便 で あ り 且
つ コ ス ト が か か る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 複 雑 で な く 、 よ り 信 頼 性 が 高 く 、 し か も 製 造 コ ス ト が 低 い 防 水 型 の コ ネ ク タ に 対 す る ニ
ー ズ が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 電 気 コ ネ ク タ は 、 嵌 合 端 及 び 電 線 受 容 端 を 有 す る ハ ウ ジ
ン グ を 具 備 す る 。 電 線 受 容 端 は 、 電 線 に 結 合 さ れ た 端 子 を 受 容 す る よ う 構 成 さ れ る 。 ハ ウ
ジ ン グ の 電 線 受 容 端 に は 、 カ バ ー が 設 け ら れ る 。 カ バ ー は 、 カ バ ー か ら 電 線 受 容 端 を 通 っ
て ハ ウ ジ ン グ 内 に 延 び る 端 子 位 置 保 証 （ Ｔ Ｐ Ａ ） 部 材 を 有 す る 。 Ｔ Ｐ Ａ は 、 ハ ウ ジ ン グ と
係 合 し て 、 端 子 が ハ ウ ジ ン グ の 電 線 受 容 端 を 通 っ て 装 着 完 了 す る ま で 、 閉 塞 位 置 へ の カ バ
ー の 移 動 を 防 止 す る 。 ま た 、 コ ネ ク タ は 、 ハ ウ ジ ン グ 及 び カ バ ー 間 に 保 持 さ れ 且 つ カ バ ー
が 閉 塞 位 置 に あ る と 端 子 受 容 端 を 封 止 す る よ う 覆 う シ ー ル 部 材 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に お い て 、 電 気 コ ネ ク タ は 、 嵌 合 端 及 び 電 線 受 容 端 を 有 す る 本 体
を 有 す る ハ ウ ジ ン グ を 具 備 す る 。 本 体 は 、 電 線 受 容 端 を 通 っ て 端 子 を 受 容 す る よ う 構 成 さ
れ た 収 容 室 を 有 す る 。 端 子 保 持 部 材 は 、 収 容 室 内 に 端 子 を 保 持 す る よ う 構 成 さ れ る 。 本 体
の 電 線 受 容 端 に は カ バ ー が 設 け ら れ る 。 カ バ ー は 、 カ バ ー か ら 電 線 受 容 端 を 通 っ て 本 体 内
に 延 び る 端 子 位 置 保 証 （ Ｔ Ｐ Ａ ） 部 材 を 有 す る 。 Ｔ Ｐ Ａ は 、 本 体 と 係 合 し て 、 端 子 及 び 電
線 が 電 線 受 容 端 を 通 っ て 装 着 完 了 す る ま で 、 閉 塞 位 置 へ の カ バ ー の 移 動 を 防 止 す る 。 ま た
、 コ ネ ク タ は 、 ハ ウ ジ ン グ 及 び カ バ ー 間 に 保 持 さ れ 且 つ カ バ ー が 閉 塞 位 置 に あ る と 端 子 受
容 端 を 封 止 す る よ う 覆 う シ ー ル 部 材 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 、 コ ネ ク タ １ ０ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 コ ネ ク タ １ ０ は 、 ２ 端 子 を 有 す る コ ネ ク タ
で あ る 。 し か し 、 別 の 実 施 形 態 に お い て 、 端 子 の 数 は 任 意 の 数 で あ っ て も よ い 。 コ ネ ク タ
１ ０ は 、 カ バ ー ２ ０ 、 シ ー ル 部 材 ３ ０ 及 び ハ ウ ジ ン グ ４ ０ を 有 す る 。 カ バ ー ２ ０ は 、 カ バ
ー ２ ０ を 貫 通 す る コ ン タ ク ト 開 口 ２ ２ 、 及 び 周 縁 ２ ４ を 有 す る 。 端 子 位 置 保 証 （ Ｔ Ｐ Ａ ）
部 材 ２ ６ は 、 カ バ ー ２ ０ の 下 側 に 取 り 付 け ら れ 、 カ バ ー ２ ０ か ら 外 方 に 延 び る 。 シ ー ル 部
材 ３ ０ は 、 コ ン タ ク ト 開 口 ３ ２ 及 び Ｔ Ｐ Ａ 部 材 用 開 口 ３ ４ を 有 す る 。 シ ー ル 部 材 ３ ０ は 、
シ リ コ ー ン ゴ ム 等 の 封 止 目 的 で 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 材 料 で 構 成 す る こ と が で き る マ ッ
ト 状 シ ー ル 部 材 で あ る 。 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ は 、 電 線 受 容 端 ４ ２ 及 び 嵌 合 端 ４ ４ を 有 す る 。 コ
ネ ク タ １ ０ の 一 実 施 形 態 に お い て 、 電 線 受 容 端 ４ ２ 及 び 嵌 合 端 ４ ４ は 、 共 通 軸 に 沿 っ て 互
い に 対 向 す る 。 或 い は コ ネ ク タ １ ０ は 、 電 線 受 容 端 ４ ２ 及 び 嵌 合 端 ４ ４ が ハ ウ ジ ン グ ４ ０
の 隣 接 す る 両 側 に 形 成 さ れ る よ う に 角 度 を 有 し て も よ い 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ は 、 シ ー
ル 部 材 保 持 壁 ４ ８ に よ り 囲 ま れ た シ ー ル 部 材 収 容 室 ４ ６ を 有 す る 。 シ ー ル 部 材 ３ ０ は 、 組
立 後 の コ ネ ク タ １ ０ の シ ー ル 部 材 収 容 室 ４ ６ 内 に 受 容 さ れ る 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ は 、
電 線 受 容 端 ４ ２ に お い て シ ー ル 部 材 収 容 室 ４ ６ の 基 部 ４ ７ に コ ン タ ク ト 通 路 ５ ０ を 有 す る
。 シ ュ ラ ウ ド ５ ２ が 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 外 殻 を 形 成 す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の ２ － ２ 平 面 に 沿 っ た コ ネ ク タ １ ０ の 断 面 図 で あ る 。 カ バ ー ２ ０ は 、 周 縁
２ ４ と 一 体 に 形 成 さ れ た 基 部 ２ １ を 有 す る 。 基 部 ２ １ は 、 Ｔ Ｐ Ａ 部 材 ２ ６ が 延 び る 内 面 ２
３ を 有 す る 。 Ｔ Ｐ Ａ 部 材 ２ ６ は 、 基 部 ２ １ と 一 体 に 形 成 さ れ 、 内 面 ２ ３ に 対 し て 直 交 す る
方 向 を 向 く 。 図 ２ に お い て 、 コ ネ ク タ １ ０ は 初 期 位 置 に あ る 状 態 で 示 さ れ 、 シ ー ル 部 材 ３
０ は シ ー ル 部 材 収 容 室 ４ ６ 内 に 着 座 し 、 カ バ ー ２ ０ は ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 電 線 受 容 端 ４ ２ 上
に 配 置 さ れ る が 、 着 座 し て い な い 。 コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ 及 び Ｔ Ｐ Ａ 用 溝 ５ ７ を 囲 ん で 画
定 す る コ ネ ク タ 本 体 ５ ４ を 有 す る ハ ウ ジ ン グ ４ ０ 内 部 の 詳 細 が 図 ２ に 示 さ れ る 。 コ ン タ ク
ト 収 容 室 ５ ６ は 、 電 線 受 容 端 ４ ２ か ら コ ネ ク タ １ ０ の 嵌 合 端 ４ ４ ま で 端 子 装 着 軸 ５ ５ に 沿
っ て 本 体 ５ ４ の ほ ぼ 全 長 に わ た っ て 延 び る 。 コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ は 、 相 手 端 子 （ 図 示 せ
ず ） を 受 容 す る た め に 本 体 ５ ４ に 設 け ら れ た 開 口 ５ ８ を 有 す る 嵌 合 端 ４ ４ で 終 端 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ は 、 嵌 合 端 ４ ４ 近 傍 の 結 合 部 ６ ２ で 本 体 ５ ４ に 形 成 さ れ た 一 端 を
有 す る 端 子 保 持 部 材 ６ ０ を 有 す る 。 端 子 保 持 部 材 ６ ０ は 、 結 合 部 ６ ２ で 本 体 ５ ４ に 結 合 さ
れ 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 端 子 受 容 端 ４ ２ に 向 か っ て 結 合 部 ６ ２ か ら 延 び る 。 端 子 保 持 部 材 ６
０ は コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ を 有 し 、 コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ は 、 電 線 受 容 端 ４ ２ の 方 を 向 い
て 面 取 り 面 ６ ６ 及 び 係 止 面 ６ ８ を 有 す る 。 端 子 保 持 部 材 ６ ０ は 、 結 合 部 ６ ２ で 、 コ ン タ ク
ト 収 容 室 ５ ６ に 向 か う 矢 印 Ａ 方 向 及 び コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ か ら 離 れ る 矢 印 Ｂ 方 向 に 移 動
可 能 な 可 撓 性 を 有 す る 梁 で あ る 。 端 子 保 持 部 材 ６ ０ は 、 コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ が コ ネ ク タ
本 体 ５ ４ の コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ 内 に 延 び る よ う 偏 倚 さ れ て い る 。 コ ン タ ク ト （ 図 ２ に 図
示 せ ず ） が コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ 内 に 挿 入 さ れ る と 、 コ ン タ ク ト は コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４
の 面 取 り 面 ６ ６ と 係 合 す る の で 、 端 子 保 持 部 材 ６ ０ を Ｔ Ｐ Ａ 用 溝 ５ ７ 内 へ 撓 ま せ る 。 端 子
保 持 部 材 ６ ０ は 、 Ｔ Ｐ Ａ 用 溝 ５ ７ 内 に 移 動 す る と 、 後 述 す る よ う に Ｔ Ｐ Ａ 部 材 ２ ６ の 進 入
を 阻 止 す る 。 コ ン タ ク ト を 挿 入 完 了 す る と 、 コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ は 、 コ ン タ ク ト 収 容 室
５ ６ と 干 渉 関 係 に あ る 偏 倚 位 置 に ぱ ち ん と 戻 る 。 偏 倚 位 置 で は 、 係 止 面 ６ ８ が コ ン タ ク ト
と 係 合 し 、 コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ 内 に コ ン タ ク ト を 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ は 、 最 終 着 座 位 置 に あ る コ ネ ク タ １ ０ 及 び Ｔ Ｐ Ａ 部 材 ２ ６ の 作 動 を 示 す 、 図 １ の ２
－ ２ 平 面 に 沿 っ た コ ネ ク タ １ ０ の 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 カ バ ー ２ ０ は 、
周 縁 ２ ４ が シ ー ル 部 材 保 持 壁 ４ ８ 上 に 位 置 し た 状 態 で 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 電 線 受 容 端 ４ ２
上 に 着 座 す る 。 任 意 で あ る が 、 周 縁 ２ ４ は 、 電 線 受 容 端 ４ ２ の 内 側 に 嵌 ま る 寸 法 で あ っ て
も よ く 、 或 い は カ バ ー ２ ０ は 、 周 縁 ２ ４ を 有 さ ず 、 代 わ り に ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 端 部 を 面 一
に 押 圧 し て も よ い 。 図 示 の Ｔ Ｐ Ａ 部 材 ２ ６ は 、 コ ネ ク タ ５ ４ の Ｔ Ｐ Ａ 用 溝 ２ ７ 内 に 延 び て
い る の で 、 Ｔ Ｐ Ａ 部 材 ２ ６ の 外 端 ２ ５ は 、 コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ か ら 離 れ る 矢 印 Ｂ 方 向 へ
の コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ の 移 動 を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 図 ４ な い し 図 ７ を 参 照 し て コ ネ ク タ １ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ４ は 、 電 線 ９ ０ に 圧 着 さ れ た コ ン タ ク ト 端 子 ８ ０ を 受 容 す る 準 備 が 整 っ た 初 期 位 置 に
あ る コ ネ ク タ １ ０ を 示 す 。 こ の 初 期 位 置 に お い て 、 カ バ ー ２ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 電 線
受 容 端 ４ ２ 上 に 完 全 で は な い が 部 分 的 に 配 置 さ れ る 。 シ ー ル 部 材 ３ ０ は ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の
シ ー ル 部 材 収 容 室 ４ ６ 内 に 着 座 し 、 Ｔ Ｐ Ａ ２ ６ は シ ー ル 部 材 ３ ０ を 貫 通 し 、 完 全 で は な い
が 部 分 的 に コ ネ ク タ 本 体 ５ ４ の Ｔ Ｐ Ａ 用 溝 ５ ７ 内 へ 入 り 込 む 。 カ バ ー ２ ０ に 結 合 さ れ た Ｔ
Ｐ Ａ ２ ６ は 、 初 期 位 置 に あ る と き 、 端 子 保 持 部 材 ６ ０ か ら 離 れ て い る の で 、 コ ン タ ク ト 係
止 部 ６ ４ は Ｔ Ｐ Ａ 用 溝 ５ ７ 内 に 移 動 自 在 で あ り 、 コ ン タ ク ト ８ ０ が コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４
の 面 取 り 面 ６ ６ に 当 た る と 、 矢 印 Ｂ 方 向 に 端 子 保 持 部 材 ６ ０ が 撓 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ５ は 、 コ ン タ ク ト ８ ０ が 部 分 的 に 挿 入 さ れ た コ ネ ク タ １ ０ を 示 す 。 図 ５ に お い て 、 コ
ン タ ク ト ８ ０ は 、 カ バ ー ２ ０ の コ ン タ ク ト 開 口 ２ ２ 及 び シ ー ル 部 材 ３ ０ の コ ン タ ク ト 開 口
３ ２ を 通 過 し 、 コ ネ ク タ 本 体 ５ ４ の コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ 内 に 配 置 さ れ る 。 図 ５ に 図 示 さ
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れ た 位 置 に お い て 、 コ ン タ ク ト ８ ０ は コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ に ま だ 係 合 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ６ は 、 コ ン タ ク ト ８ ０ が コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ 内 に 十 分 に 挿 入 さ れ 端 子 保 持 部 材 ６ ０
の コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ と 係 合 し た 状 態 の コ ネ ク タ １ ０ を 示 す 。 図 ６ に お い て 、 コ ン タ ク
ト ８ ０ は 、 コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ の 面 取 り 面 ６ ６ に 係 合 し 、 Ｔ Ｐ Ａ 用 溝 ５ ７ 内 へ 且 つ Ｔ Ｐ
Ａ 部 材 ２ ６ の 経 路 内 へ コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ を 撓 め る 。 端 子 保 持 部 材 ６ ０ は 、 コ ン タ ク ト
８ ０ が 矢 印 Ｃ 方 向 に コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ を 通 過 し て 挿 入 さ れ る と 、 矢 印 Ｂ 方 向 に 撓 む 。
こ の 位 置 に お い て 、 Ｔ Ｐ Ａ 部 材 ２ ６ の 経 路 は コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ に よ り 妨 害 さ れ る の で
、 カ バ ー ２ ０ の 着 座 が 阻 止 さ れ る 。 こ の た め 、 コ ネ ク タ １ ０ の 端 子 位 置 保 証 機 構 が 与 え ら
れ る 。 コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ は 、 コ ン タ ク ト ８ ０ が 挿 入 完 了 さ れ る ま で 、 Ｔ Ｐ Ａ 用 溝 ５ ７
内 に 残 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ７ は 、 最 終 着 座 位 置 に あ る コ ネ ク タ １ ０ を 示 す 。 図 ７ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 コ ン
タ ク ト ８ ０ は コ ネ ク タ 本 体 ５ ４ の コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ 内 に 着 座 完 了 す る の で 、 コ ン タ ク
ト 係 止 部 ６ ４ は コ ン タ ク ト ８ ０ の 背 後 に フ ィ ッ ト す る 。 端 子 保 持 部 材 ６ ０ は 矢 印 Ａ 方 向 に
戻 る の で 、 コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ は 、 コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ 内 に 延 び る 偏 倚 位 置 に 戻 る 。
カ バ ー ２ ０ は 着 座 位 置 に 移 動 し 、 Ｔ Ｐ Ａ 部 材 ２ ６ の 外 端 ２ ５ は 、 Ｔ Ｐ Ａ 用 溝 ５ ７ 内 に 十 分
に 延 び 、 コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ か ら の コ ン タ ク ト 係 止 部 ６ ４ の 移 動 を 阻 止 す る た め に 、 端
子 保 持 部 材 ６ ０ の 背 後 で 且 つ 端 子 保 持 部 材 ６ ０ に 直 ぐ 隣 接 し て 位 置 す る 。 シ ー ル 部 材 ３ ０
は 電 線 ９ ０ 及 び Ｔ Ｐ Ａ ２ ６ を 包 ん で コ ネ ク タ １ ０ の 電 線 受 容 端 ４ ２ を 封 止 す る の で 、 防 水
型 コ ネ ク タ が 得 ら れ る 。 コ ン タ ク ト ８ ０ は 、 コ ン タ ク ト ８ ０ の 引 抜 き を 阻 止 す る 、 コ ン タ
ク ト 係 止 部 ６ ４ の 係 止 面 ６ ８ に よ り コ ン タ ク ト 収 容 室 ５ ６ に 保 持 さ れ る 。 コ ネ ク タ １ ０ 内
へ の コ ン タ ク ト ８ ０ の 取 付 け が 完 了 す る と 、 コ ン タ ク ト ８ ０ は 、 コ ネ ク タ １ ０ の 嵌 合 面 ４
４ の 端 子 開 口 ５ ８ を 通 っ て 相 手 コ ネ ク タ 又 は 電 気 デ バ イ ス の 端 子 （ 図 示 せ ず ） を 受 容 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 任 意 で あ る が 、 端 子 ８ ０ は 、 カ バ ー ２ ０ を 通 っ て 装 着 さ れ る 必 要 は な く 、 代 わ り に 、 コ
ネ ク タ 本 体 ５ ４ を 通 っ て 、 又 は カ バ ー ２ ０ の 回 り に 、 或 い は 嵌 合 端 ４ ４ を 通 っ て 装 着 し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 は 、 シ ー ル 部 材 、 カ バ ー 、 及 び カ バ ー に 一 体 化 さ れ た Ｔ Ｐ Ａ を 有 す る 防
水 型 コ ネ ク タ を 提 供 す る 。 コ ネ ク タ は 、 例 え ば 燃 料 噴 射 、 他 の エ ン ジ ン 室 用 途 、 又 は 車 両
セ ン サ シ ス テ ム 用 途 等 の 防 水 さ れ た サ ー ビ ス 可 能 な 接 続 を 要 す る 用 途 に 適 合 す る 。 も ち ろ
ん 、 コ ネ ク タ は 、 防 水 型 コ ネ ク タ を 要 し な い 用 途 に も 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 種 々 の 特 定 実 施 形 態 に よ り 本 発 明 を 説 明 し た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 は 特 許 請 求 の
範 囲 に 定 義 さ れ た 真 髄 及 び 範 囲 内 で 変 更 を 伴 っ て 実 施 で き る こ と を 理 解 し よ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 防 水 型 コ ネ ク タ の 一 実 施 形 態 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 コ ネ ク タ が 初 期 位 置 に あ る 、 図 １ の ２ － ２ 平 面 に 沿 っ た 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 コ ネ ク タ が 最 終 着 座 位 置 に あ る 、 図 １ の ２ － ２ 平 面 に 沿 っ た 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 カ バ ー が 電 気 コ ン タ ク ト を 受 容 す る 初 期 位 置 に あ る 、 図 １ の コ ネ ク タ の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 コ ン タ ク ト が 部 分 的 に 挿 入 さ れ た 状 態 の 、 図 １ の コ ネ ク タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 コ ン タ ク ト が 端 子 保 持 部 材 に 部 分 的 に 係 合 下 状 態 の 、 図 １ の コ ネ ク タ の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 コ ン タ ク ト が 装 着 完 了 位 置 に あ り 、 カ バ ー が 最 終 着 座 状 態 で あ る 、 図 １ の コ ネ ク
タ の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
１ ０ 　 　 　 電 気 コ ネ ク タ
２ ０ 　 　 　 カ バ ー
２ ４ 　 　 　 周 縁
２ ６ 　 　 　 端 子 位 置 保 証 部 材
３ ０ 　 　 　 シ ー ル 部 材
４ ０ 　 　 　 ハ ウ ジ ン グ
４ ２ 　 　 　 電 線 受 容 端
４ ４ 　 　 　 嵌 合 端
４ ６ 　 　 　 シ ー ル 部 材 収 容 室
５ ２ 　 　 　 シ ュ ラ ウ ド
５ ４ 　 　 　 本 体
５ ６ 　 　 　 コ ン タ ク ト 収 容 室
６ ０ 　 　 　 端 子 保 持 部 材 （ 保 持 梁 ）
６ ８ 　 　 　 コ ン タ ク ト 係 止 部
８ ０ 　 　 　 端 子
９ ０ 　 　 　 電 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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